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■■ 岩手県立大学宮古短期大学部 ■■                         

２０２5年 5月発行 

No. 13 号 

宮古短期大学部 准教授 児玉 英明 

４月に着任した児玉英明です。経営学と教育学の境界を扱う「人的資源管理論」

を担当しています。境界を扱う学際研究では、社会が直面する課題について、さまざ

まな専門性を持った人が集まり、縦割りの壁を超えて「対話」することが大切です。そ

のような対話を促進するためのコミュニケーション・スキルを「ファシリテーション」と呼

びます。 

最近の関心は、ファシリテーションを導入することで、教員が一方的に話すだけの

授業を「対話的学び」へ組み替えていくことです。高校までの学びは、答えがひとつ

に定まる正解のある学びです。一方、大学からの学びは、答えがひとつに定まらない

正解のない学びです。大学では、自分とは違う考え方を持った他者の立場にたって考

えてみる能力（エンパシー）が求められます。宮古短期大学部では学生や地域の

人々がひとつの空間に集い、一義的な正解のない課題を語り合う市民交流型の「生

涯教育」を企画してみたいです。 

 

★6/6（金） 

 三陸学フィールドワーク（陸前高田市） 

★6/19(木) 

岩手県立大学開学記念日 

学長講義(1年生) 

★6/20(金)～21(土) 

 スポーツ祭 

★6/22(日) 

 オープンキャンパス 

★生涯学習講座 

詳細はこちら 

 

「宮古短期大学部の教員紹介」はこちら⇒ 

図書館ホームページ 

６月 15 日は「父の日」です。日頃の感謝を伝えてみませんか？ 

宮古市立図書館と同時開催しています 

今年度の宮古短期大学部ライブラリー・アテンダント(ＭＬＡ)
は、１年生８名の新メンバーを迎え、合計 13 名で活動をスター
トしました。今年度は、地域の皆さんも参加できるイベントを企画
していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします！(の) 

第 1 回「三陸の地理とジオパーク」 4 月 18 日（金） 

講師：三陸ジオパーク推進協議会 ジオパーク専門員 盛合 秀さん 

 

４月から開講したオンリーワンの探求科目「総合三陸学」の授業の様子をお届けします。 

－学生レポートから－ 
 

「ジオパークが実は身近な存在だと気づいた」

「避けられない災害とともに生きていくという 

ことはどういうことなのかを考えて生きていき 

たい」 

三陸の地形や気候の特徴、盛合さん自身の被災体験を交えた防災教育、そして

「ジオと自然・食・文化のつながり」について学びました。リアス海岸や海成段丘が、

漁業や酪農、郷土芸能などの地域の営みに深く関わっていることが紹介され、地

質や地形が人々の暮らしと結びついていることを実感する内容で、参加者は総合

三陸学の基盤となるジオパークの考え方を学びました。（土） 

 

■日 時 6 月 27 日(金) 13:00～14:30 

■場 所 宮古短期大学部 

■講 師 岩手大学地域防災研究センター 

       准教授 坂口 奈央 さん 

■テーマ 「三陸の震災文化と震災伝承」 

お申込フォームは 
こちら ➡ 

2025 年は、戦後 80 年の節目の年です。戦争を知らない私たちが「戦争と平和」
について、考えることができる図書を展示します。 

宮古短期大学部１年生を対象とした「まちのフィールドワーク」が行われました。宮古短

期大学協力会と三陸ジオパークの皆さんのご協力により、宮古市と山田町を視察。宮古市

では、田老防潮堤や津波遺構「たろう観光ホテル」(写真左)、田老のシンボル「三王岩」

(写真中)を見学。被災前の様子や被災時の話を通じて、学生たちは津波の脅威や備えの

重要性について学びました。また、「道の駅ふなこし」(写真右)では山田湾・船越湾や船越

半島の成り立ちについて、さらに鯨と海の科学館では、地域における捕鯨の歴史について

ご説明いただきました。 

今回のフィールドワークを通じて、学生たちは三陸の自然の豊かさと厳しさを体感でき、 

深い学びを得る貴重な機会となりました。(賢) 

6/2(月)～6/30(月) 

詳細は、こちら ↓ 

■対 象 高校生・保護者・高校教員・一般の方 
■内 容 大学紹介・模擬講義・キャンパスツアー 

在学生の話・個別相談 等 
■問合せ先 
      岩手県立大学宮古短期大学部 
      ☎ 0193-64-2230 
      ✉ myk_nyukou@ml.iwate-pu.ac.jp 
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